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運⽤報告書(全体版) 

〒107-6026 東京都港区⾚坂⼀丁⽬12番32号  
アーク森ビル26階 

ホームページ：https://www.monex-am.co.jp/ 
＜お問い合わせ先＞ 

電話番号：０３−６４４１−３９６４ 
受付時間：営業⽇の午前９時〜午後５時 

 

 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類  追加型投信／国内／株式 
信託期間  無期限(設定⽇：2020年6⽉25⽇) 

運⽤⽅針  マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主に⽇本の株式に投資し、中⻑期的な
信託財産の成⻑と安定した収益の確保を
⽬指して運⽤を⾏います。 

主要投資対象  マネックス・アクティビスト・マザーファ
ンド受益証券 

運⽤⽅法  ○ マザーファンド受益証券の組⼊⽐率は、
原則として⾼位を維持することを基本
とします。 

○ マザーファンドの運⽤にあたって、カタ
リスト投資顧問株式会社より投資助⾔
をうけます。 

○ 株式に直接投資する場合、株式の組⼊⽐
率は、通常の状態で実質⾼位に維持する
ことを基本とします。 

○ デリバティブ取引を⾏うことができます。 
○ 実質組⼊外貨建資産については、対円で

の為替ヘッジを⾏うことができます。 
組⼊制限  ○ マザーファンド受益証券への投資割合

には、制限を設けません。 
○ 株式への実質投資割合には、制限を設け

ません。 
○ 株式以外の資産への実質投資割合は、信

託財産総額の50％以下を原則とします。 
○ 投資信託証券(マザーファンドの受益証

券および上場投資信託証券を除きま
す。)への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の5％以下とします。 

分配⽅針  ○ 毎年3⽉10⽇(休業⽇の場合は翌営業⽇)
の決算時に、以下の⽅針に基づき分配を
⾏います。 

○ 分配対象額は、経費控除後の利⼦、配当
等収益と売買益(評価益を含みます。)等
とします。 

○ 分配⾦額は、分配⽅針に基づいて信託財
産の成⻑に資することを⽬的に、基準価
額の⽔準等を勘案して決定します。(た
だし、分配対象額が少額の場合には、分
配を⾏わないことがあります。)  

 
 
 
 
 

マネックス・アクティビスト・ファンド
愛称 ⽇本の未来 

 

第6期(2026年3⽉10⽇決算) 
 
 
 
受益者のみなさまへ 
 
平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当ファンドは、カタリスト投資顧問株式会社より投資
に関する助⾔を受けて運⽤するマザーファンド受益
証券を通じて、主に⽇本の株式に投資し、中⻑期的な
信託財産の成⻑と安定した収益の確保を⽬指して運
⽤を⾏っています。 
当作成対象期間につきましても運⽤⽅針に沿った運
⽤を⾏いました。 
ここに運⽤状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記してありますので、
表中の個々の数字の合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。 
ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

 
【最近５期の運用実績】 

決  算  期 基 準 価 額 株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

純資産 
総 額 (分配落) 税込分配金 期中騰落率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
 2 期 2022年  3 月 10日 12,212 0 △ 1.5 91.7 9.5 12,389 
 3 期 2023年  3 月 10日 13,515 0 10.7 95.4 8.0 15,362 
 4 期 2024年  3 月 11日 16,896 0 25.0 94.6 8.4 18,763 
 5 期 2025年  3 月 10日 18,772 0 11.1 94.9 7.3 22,748 
 6 期 2026年  3 月 10日 28,721 0 53.0 96.7 8.5 51,210 

(注1) 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
(注2) 株式先物比率は買建比率−売建比率。  
(注3) 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 
(注4) 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」は実質比率を表記しております。 
  



全体版 
 
Filename： 02_w16_マネックス・アクティビストファンド_2603（本文） 
LastSave:4/14/2026 9:38:00 AM LastPrint：4/14/2026 9:42:00 AM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下48.52 左右13.99) 
 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

− 2 − 

 
マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【当期中の基準価額と市況等の推移】 

年  月  日 基 準 価 額 株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率  騰 落 率 

 円 ％ ％ ％ 
(期 首) 2025年 3 月10日 18,772 − 94.9 7.3 

3 月末 18,936 0.9 91.8 10.5 
4 月末 19,469 3.7 92.0 8.6 
5 月末 20,731 10.4 96.3 7.0 
6 月末 21,559 14.8 96.9 9.4 
7 月末 22,799 21.5 97.8 9.2 
8 月末 23,671 26.1 99.6 8.6 
9 月末 24,205 28.9 94.5 10.4 
10月末 25,462 35.6 95.5 9.2 
11月末 25,992 38.5 96.5 7.7 
12月末 26,032 38.7 94.1 8.1 

2026年 1 月末 27,986 49.1 98.3 9.0 
2 月末 31,162 66.0 97.0 7.0 

(期 末) 2026年 3 月10日 28,721 53.0 96.7 8.5 
(注1) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
(注2) 株式先物比率は買建比率−売建比率。 
(注3) 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 
(注4) 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」は実質比率を表記しております。   
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
■運用経過 
【基準価額推移】(2025年3月11⽇〜2026年3月10⽇) 

 

 
第 6 期首 ： 18,772円 
第 6 期末 ： 28,721円(既払分配金0円) 
騰 落 率 ： 53.0％(分配金再投資ベース) 
 
(注1) 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様が利用するコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税

条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
(注3) 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載していません。 
(注4) 上記騰落率は小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。 
(注5) 分配金再投資基準価額は2025年3月10日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
 
【基準価額の動き】 

基準価額は期首比で上昇(＋53.0%)しました。 
 
【基準価額の主な変動要因】 

マザーファンドでは設定来、エンゲージメント(対話)を目的とした銘柄を主軸に据え、中⻑期的な
リターンの拡大を目指して運用を行っております。その結果、当ファンドの基準価額は、期初の18,772円
より期末の28,721円となり、53.0％上昇いたしました。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【投資環境について】 

当期の運用環境は、期を通じて米国の通商政策や国内の政局、さらには突発的な地政学リスクの顕
在化に翻弄される展開となりました。 

期初は、トランプ政権による関税強化策への警戒感から市場は一時急落に見舞われました。 
しかし、懸念された貿易摩擦が徐々に緩和に向かうとの見方が広まると、堅調な企業ファンダメン

タルズを背景に、日本企業の良好な業績が相場を下支えしました。 
また、米国連邦公開市場委員会(FOMC)による政策金利の引き下げが投資家心理を改善させたほか、

国内では首相交代に伴う積極財政への期待から、日本の株式市場は上昇基調を強めました。 
 
セクター別に見ると明暗が分かれる展開となりました。 
2月に実施された衆議院総選挙において、高市政権が圧倒的な勝利を収めたことで、拡張的な財政

政策の継続期待からリスクオンの動きが加速し、幅広い銘柄が買われました。 
一方で、これまで市場を牽引してきた生成AI関連では、データセンター投資の過剰懸念やSaaS企業

の収益への影響が意識され、関連銘柄の下落が目立ちました。 
加えて、プライベートクレジット市場における負の影響が表面化したことも、金融市場全体の重石

となりました。 
 
期末にかけては、2月末の米国・イスラエルによる対イラン攻撃を端緒として、中東情勢が一気に

緊迫化しました。原油価格が急騰し、市場の先行き不透明感が高まりました。 
 
【投資信託のポートフォリオについて】 

マザーファンドの組入比率を高位に維持するポートフォリオを構築しました。 
マザーファンドでは、個別企業の分析を重視したボトムアップ手法による銘柄選択を行い、エンゲー

ジメントを目的として比較的少数の銘柄へ投資することを主軸としております。具体的には、潜在的
企業価値に対して株価が著しく安価に放置された企業を中心とし、企業分析においては、経営戦略、
事業モデル、経営陣の質、財務状況など、財務面と非財務面からの視点を統合的に取り入れておりま
す。対象企業に対しては、特に経営陣に対して、目的を持ったエンゲージメント(対話)や提案を行い、
企業価値と株主価値の中⻑期的な向上を目指しております。 

当期においても、積極的に経営陣との対話を実施いたしました。複数の投資先において、増配や自
社株取得等の資本政策の強化、経営者や従業員への譲渡制限株式の付与等のガバナンスの強化に関し
て議論し、株主提案もおこないました。提案は残念ながら否決されましたが、提案後に企業の資本効
率改善や事業ポートフォリオ改革の取り組みには明確な変化が見られ、市場との対話姿勢や投資家へ
の情報開示も格段に活発化しました。 
 
【ベンチマークとの差異について】 

当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はあ
りません。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【分配金について】 

収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案して、次表の通りとさせていただき
ました。 

収益分配に充てなかった利益(留保益)につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づ
いて運用します。 
 

■分配原資の内訳(1万口当たり) 

項 目 
当期 

2025年3月11日 
〜2026年3月10日 

当期分配金(税込み) 0円 
 (対基準価額比率) (0.00％) 
 当期の収益 −円 
 当期の収益以外 −円 
翌期繰越分配対象額 18,721円 

(注1) ｢当期の収益｣および｢当期の収益以外｣は、小数点以下切捨てで算出しているため、これら
を合計した額と｢当期分配金(税込み)｣の額が一致しない場合があります。 

(注2) 当期分配金の｢対基準価額比率｣は｢当期分配金(税込み)｣の期末基準価額(分配金込み)に対
する比率で、ファンドの収益率とは異なります。 

(注3) ｢翌期繰越分配対象額｣は、当期の分配金支払い後の｢経費控除後の配当等収益｣、｢経費控除
後、繰越欠損金を補填した有価証券売買損益｣、｢分配準備積立金｣、｢収益調整金｣の合計で
あり、基準価額を上回る場合があります。 

 
 

■今後の運用方針 
引き続き、マザーファンドの受益証券組入比率を高位に維持し、マザーファンドはエンゲージメント

(対話)を目的とした銘柄を主軸に据え、中⻑期的なリターンの拡大を目指して最適なポートフォリオを
構築してまいります。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【1万口当たりの費用明細】 

項目 
第6期 

項目の概要 (2025年3月11日〜2026年3月10日) 
金額 比率 

(a) 信託報酬 520円 2.200％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率(年率)×
期の日数／年間の日数 
期中の平均基準価額は23,658円です。 

 (投信会社) (260) (1.100) 投信会社分は、ファンドの運用の対価 
 (販売会社) (252) (1.067) 販売会社分は、購入後の情報提供、運用報告書等各種

書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価 
 (受託会社) (8) (0.033) 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図

の実行等の対価 
(b) 売買委託手数料 22 0.094 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平

均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介
人に支払う手数料 

 (株式) (21) (0.090)  
 (先物・オプション) (1) (0.004) 

(c) その他費用 2 0.007 (c) その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権
口数 

 (監査費用) (1) (0.003) 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査にかか
る費用 

 (その他) (1) (0.004) 信託事務の処理にかかるその他の費用等 
合計 545 2.302  

(注1) 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファン
ドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

(注2) 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 比率欄は｢1万口当たりのそれぞれの費用金額｣を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位未

満は四捨五入してあります。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
(参考情報) 
総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当た
り)を乗じた数で除した総経費率(年率)は2.21％です。 
 

 

 

(注1) 各費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
(注2) 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
(注3) 各比率は、年率換算した値です。 
(注4) 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異

なります。 
    

総経費率 
2.21％ 

運用管理費用 
(販売会社) 

1.07％ 

運用管理費用
(受託会社) 

0.03％ 

その他費用 
0.01％ 

運用管理費用 
(投信会社) 

1.10％ 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 

(2025年3月11日から2026年3月10日まで)

 
設    定 解    約 

口  数 金  額 口  数 金  額 
 千口 千円 千口 千円 
マネックス・アクティビスト・マザーファンド 6,695,915 22,946,664 3,840,725 13,822,130 
 

【親投資信託における株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合】 

項        目 
当     期 

マネックス・アクティビスト・マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 48,203,284千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 38,583,734千円 
(c) 売買高比率 (a)／(b) 1.24 

(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
 

【利害関係人との取引状況等】 
(2025年3月11日から2026年3月10日まで) 

当期中における利害関係人との取引はありません。 
(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

【組入資産の明細】 
親投資信託残高 

銘   柄 
期首 

(前期末) 当   期   末 
口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
マネックス・アクティビスト・マザーファンド 9,055,567 11,910,757 51,206,727 

 
【投資信託財産の構成】 

2026年3月10日現在

項  目 
当期末 

評価額 比 率 
 千円 ％ 
マネックス・アクティビスト・マザーファンド 51,206,727 94.3 
コール・ローン等、その他 3,087,884 5.7 
投資信託財産総額 54,294,611 100.0   
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【資産、負債、元本及び基準価額の状況】 

2026年3月10日現在 
項  目 当期末 

(A) 資産 54,294,611,990円 
 マネックス・アクティビスト・マザーファンド(評価額) 51,206,727,238 
 未収入金 3,087,884,752 

(B) 負債 3,084,326,212 
 未払解約金 32,884,752 
 未払信託報酬 3,050,036,824 
 その他未払費用 1,404,636 

(C) 純資産総額(A−B) 51,210,285,778 
 元本 17,830,117,951 
 次期繰越損益金 33,380,167,827 

(D) 受益権総口数 17,830,117,951口 
 1万口当り基準価額(C／D) 28,721円 

(注1) 元本状況 
 期首元本額 12,118,366,021円 
 追加設定元本額 9,454,979,847円 
 一部解約元本額 3,743,227,917円 

(注2) 1口当たり純資産総額は2.8721円です。 
 

【損益の状況】 
当期 自 2025年3月11日 至 2026年3月10日 
項  目 当 期 

(A) 配当等収益 22,503円 
 受取利息 22,503 

(B) 有価証券売買損益 17,699,778,187 
 売買益 19,359,231,099 
 売買損 △ 1,659,452,912 

(C) 信託報酬等 △ 4,741,606,806 
(D) 当期損益金(A＋B＋C) 12,958,193,884 
(E) 前期繰越損益金 4,073,945,709 
(F) 追加信託差損益金 16,348,028,234 

 (配当等相当額) ( 9,091,195,672) 
 (売買損益相当額) ( 7,256,832,562) 

(G) 合計(D＋E＋F) 33,380,167,827 
 次期繰越損益金(G) 33,380,167,827 
 追加信託差損益金 16,348,028,234 
 (配当等相当額) ( 9,129,047,552) 
 (売買損益相当額) ( 7,218,980,682) 
 分配準備積立金 17,032,139,593 

(注1)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
(注2) 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しております。 
(注3) 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をい

い、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益
として処理されます。 

(注4) 分配金の計算過程 
(a) 経費控除後の配当等収益 523,152,710 円 
(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 12,435,041,174 円 
(c) 収益調整金 16,348,028,234 円 
(d) 分配準備積立金 4,073,945,709 円 
(e) 当期分配対象額 (a＋b＋c＋d) 33,380,167,827 円 
(f) 1万口当たり当期分配対象額 18,721.23 円 
(g) 分配金 0 円 
(h) 1万口当たり分配金 0 円 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に

基づき、一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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マネックス・アクティビスト・ファンド 

 
【収益分配金のお知らせ】 

 第6期 
1万口当り分配金(税引前) 0円 

＜課税上の取り扱いについて＞ 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、｢普通分配金｣と｢元本払戻金(特

別分配金)｣に分かれます。分配後の基準価額が個別元本と同額、または上回る場合は、全額が普通分
配金となり、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分が元本払戻金(特別分配金)、
残りの部分が普通分配金となります。 

・ 受益者は普通分配金に対し課税されます。 
・ 元本払戻金(特別分配金)が発生した場合、個別元本から元本払戻金(特別分配金)を控除した額が、そ

の後の新しい個別元本となります。 
 
 
■お知らせ 

｢投資信託及び投資法人に関する法律｣の改正(2025年4月1日施行)に伴い、当ファンドにおいても、同
日付で運用報告書の電子交付に関する信託約款の変更を行いました。 
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 
運用報告書（全体版） 

 
 

 第6期(2026年3月10日決算)  

 作成対象期間(2025年3月11日〜2026年3月10日)  
 
 
「マネックス・アクティビスト・マザーファンド」は2026年3月10日に第6期決算を行いましたので、
期中の運用状況をご報告申し上げます。 
 
 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 
信 託 期 間 無期限(設定日：2020年4月9日) 

運 用 方 針 日本の株式を主要投資対象とし、中⻑期的な信託財産の成⻑と安定した収益の確保を
目指して運用を行います。 

主要投資対象 金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 
運 用 方 法 〇主として日本の上場株式(これに準ずるものを含みます。)に投資し、個別企業の分

析を重視したボトム・アップ手法による銘柄選択を行い、エンゲージメントを目的
として比較的少数の銘柄でポートフォリオを構築し、ベンチマークを設定せずに運
用を行います。また、ボトム・アップ手法に加えて、適宜、投資家の需要、市場の
歪みなどのマーケットインサイトと組み合わせてポートフォリオを構築します。 

○ 株式の組入れ対象は、潜在的企業価値に対して株価が著しく安価に放置された企業
を中心とします。企業分析では、経営戦略、事業モデル、経営陣の質、財務状況な
ど、財務面と非財務面(ESGを含みます。)からの視点を統合的に取り入れます。 

○ 対象企業に対しては、目的を持った対話(エンゲージメント)や提案を行い、企業価
値と株主価値の中⻑期的な向上を目指します。 

○ 運用にあたっては、カタリスト投資顧問株式会社より投資助言をうけます。 
○ 株式の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを基本とします。 
○ デリバティブ取引を行うことができます。 
○ 組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行うことができます。 

組 入 制 限 ○ 株式への投資割合には、制限を設けません。 
○ 株式以外の資産への投資割合は、信託財産総額の50％以下を原則とします。 
○ 投資信託証券(上場投資信託証券を除きます。)への投資割合は、信託財産の純資産

総額の5％以下とします。  
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記してありますので、
表中の個々の数字の合計が合計欄の値とは一致しないことがあります。 
ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

 
【最近5期の運用実績】 

決  算  期 
基 準 価 額 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

純資産 
総 額 

 期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ 百万円 
2 期 2022年  3 月10日 14,330 2.9 91.7 9.5 15,416 
3 期 2023年  3 月10日 16,193 13.0 95.4 8.0 19,400 

 4 期 2024年  3 月11日 21,569 33.2 94.4 8.4 22,921 
 5 期 2025年  3 月10日 25,118 16.5 94.9 7.3 25,272 
6 期 2026年  3 月10日 42,992 71.2 96.7 8.5 56,674 

(注1) 株式先物比率は買建比率−売建比率。 
(注2) 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。 
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【当期中の基準価額と市況等の推移】 

年  月  日 基 準 価 額 株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率  騰 落 率 

 円 ％ ％ ％ 
(期 首) 2025年 3 月10日 25,118 − 94.9 7.3 

3 月末 25,458 1.4 91.4 10.4 
4 月末 26,215 4.4 91.4 8.5 
5 月末 28,265 12.5 94.5 6.8 
6 月末 29,647 18.0 94.4 9.2 
7 月末 31,767 26.5 94.2 8.9 
8 月末 33,320 32.7 95.1 8.2 
9 月末 34,212 36.2 94.2 10.4 
10月末 36,298 44.5 94.4 9.1 
11月末 37,360 48.7 94.6 7.6 
12月末 37,605 49.7 91.9 7.9 

2026年 1 月末 41,171 63.9 94.3 8.7 
2 月末 46,266 84.2 92.3 6.7 

(期 末) 2026年 3 月10日 42,992 71.2 96.7 8.5 
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 株式先物比率は買建比率−売建比率。 
(注3) 当ファンドの運用方針に対し適切に 比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。   
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
■運⽤経過 
【基準価額推移】(2025年3⽉11⽇〜2026年3⽉10⽇) 

 

 
 
【基準価額の動き】 

基準価額は期⾸⽐で上昇(＋71.2％)しました。 
 
 
【基準価額の主な変動要因】 

当ファンドでは設定来、エンゲージメント(対話)を⽬的とした銘柄を主軸に据え、中⻑期的なリター
ンの拡⼤を⽬指して運⽤を⾏っております。その結果、当ファンドの基準価額は、期初の25,118円よ
り期末の42,992円となり、71.2％上昇いたしました。 
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40,000
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【投資環境について】 

当期の運⽤環境は、期を通じて⽶国の通商政策や国内の政局、さらには突発的な地政学リスクの顕
在化に翻弄される展開となりました。 

期初は、トランプ政権による関税強化策への警戒感から市場は⼀時急落に⾒舞われました。 
しかし、懸念された貿易摩擦が徐々に緩和に向かうとの⾒⽅が広まると、堅調な企業ファンダメン

タルズを背景に、⽇本企業の良好な業績が相場を下⽀えしました。 
また、⽶国連邦公開市場委員会(FOMC)による政策⾦利の引き下げが投資家⼼理を改善させたほか、

国内では⾸相交代に伴う積極財政への期待から、⽇本の株式市場は上昇基調を強めました。 
 
セクター別に⾒ると、前年度以上に明暗が分かれる展開となりました。 
2⽉に実施された衆議院総選挙において、⾼市政権が圧倒的な勝利を収めたことで、拡張的な財政

政策の継続期待からリスクオンの動きが加速し、幅広い銘柄が買われました。 
⼀⽅で、これまで市場を牽引してきた⽣成AI関連では、データセンター投資の過剰懸念やSaaS企業

の収益への影響が意識され、関連銘柄の下落が⽬⽴ちました。 
加えて、プライベートクレジット市場における負の影響が表⾯化したことも、⾦融市場全体の重⽯

となりました。 
 
期末にかけては、2⽉末の⽶国・イスラエルによる対イラン攻撃を端緒として、中東情勢が⼀気に

緊迫化しました。原油価格が急騰し、市場の先⾏き不透明感が⾼まりました。 
 
【投資信託のポートフォリオについて】 

当ファンドでは、個別企業の分析を重視したボトムアップ⼿法による銘柄選択を⾏い、エンゲージ
メントを⽬的として⽐較的少数の銘柄へ投資することを主軸としております。具体的には、潜在的企
業価値に対して株価が著しく安価に放置された企業を中⼼とし、企業分析においては、経営戦略、事
業モデル、経営陣の質、財務状況など、財務⾯と⾮財務⾯からの視点を統合的に取り⼊れております。
対象企業に対しては、特に経営陣に対して、⽬的を持ったエンゲージメント(対話)や提案を⾏い、企
業価値と株主価値の中⻑期的な向上を⽬指しております。 

当期においても、積極的に経営陣との対話を実施いたしました。複数の投資先において、増配や⾃
社株取得等の資本政策の強化、経営者や従業員への譲渡制限株式の付与等のガバナンスの強化に関し
て議論し、株主提案もおこないました。提案は残念ながら否決されましたが、提案後に企業の資本効
率改善や事業ポートフォリオ改⾰の取り組みには明確な変化が⾒られ、市場との対話姿勢や投資家へ
の情報開⽰も格段に活発化しました。 
 
【ベンチマークとの差異について】 

当ファンドの運⽤⽅針に対し適切に⽐較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はあ
りません。 
 

■今後の運⽤⽅針 
引き続き、エンゲージメント(対話)を⽬的とした銘柄を主軸に据え、中⻑期的なリターンの拡⼤を⽬

指して最適なポートフォリオを構築してまいります。 
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【1万口当たりの費用明細】 

項目 
第6期 

項目の概要 (2025年3月11日〜2026年3月10日) 
金額 比率 

(a) 売買委託手数料 31円 0.092 % (a) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平
均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介
人に支払う手数料 

 (株式) (29) (0.088 )  
 (先物・オプション) (1) (0.004 ) 

合計 31 0.092   
(注1) 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算

出した結果です。 
(注2) 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 比率欄は｢1万口当たりのそれぞれの費用金額｣を期中の平均基準価額(33,418円)で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第3位未満は四捨五入してあります。 
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【売買及び取引の状況】 

株式 (2025年3月11日から2026年3月10日まで) 
 買  付 売  付 

 株 数 金 額 株 数 金 額 

国 
内 上  場 

千株 千円 千株 千円 
8,611.9 29,716,694 4,495.6 18,486,590 

(4,076.9) (−)   
(注) 金額は受渡し代金。 
(注) ( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 

 
先物取引の種類別取引状況 

種 類 別 買  建 売  建 
新規買付額 決済額 新規売付額 決済額 

国内  百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 26,251 24,339 − − 

 

 

【株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合】 
項        目  当     期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額  48,203,284千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額  38,583,734千円 
(c) 売 買 高 比 率 (a )／(b ) 1.24 

(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
 

 

【利害関係人との取引状況等】 
 (2025年3月11日から2026年3月10日まで) 
当期中における利害関係人との取引はありません。 
(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。    



全体版 
 
Filename：  04_マネックス・アクティビストマザー_2603（本文） 
LastSave:4/14/2026 11:31:00 AM LastPrint：4/14/2026 11:31:00 AM 

size：  182×200  (仕上がりサイズ   ：上下48.52 左右13.99) 
  (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

 

− 7 − 

 
マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【組入資産の明細】 
国内株式 

銘  柄  前期末  当 期 末 
株 数  株 数  評価額 

  千株  千株  千円 
建設業(−)    

住友電設  249.6 − − 
ゴム製品(1.5％)    

オカモト 107 138.4 830,400 
ガラス・土石製品(8.4％)    

太平洋セメント − 289.5 1,120,365 
TOTO − 607.6 3,472,434 

機械(18.1％)    
FUJI 484 609 3,163,146 
オルガノ 143.4 185.2 2,840,968 
IHI 243.1 1,015.4 3,894,059 

電気機器(12.3％)    
日本電子 − 382.3 2,302,210 
ローム 346.2 1,353.6 4,460,112 

輸送用機器(12.9％)    
豊田自動織機  61.4 − − 
カヤバ 576.8 714.5 3,254,547 
SUBARU − 573.7 1,548,129 
ハイレックスコーポレーション 498.1 689.9 2,276,670 

 

銘  柄  前期末  当 期 末 
株 数  株 数  評価額 

  千株  千株  千円 
その他製品(7.8％)    

⼤日本印刷 726.3 1,403.5 4,252,605 
情報・通信業(17.7％)    

ガンホー・オンライン・エンターテイメント 488.3 1,109.4 2,813,438 
インターネットイニシアティブ 482.1 − − 
TBSホールディングス 589 586.1 3,358,353 
東宝 261.6 2,179.9 3,524,898 

小売業(5.8％)    
しまむら 222.8 946 3,168,154 

銀行業(15.5％)    
三菱UFJフィナンシャル・グループ 461.6 1,043.4 2,839,613 
三井住友フィナンシャルグループ 236 522.6 2,799,045 
みずほフィナンシャルグループ 217.7 444.5 2,867,469 

保険業(−)    
第一生命ホールディングス 206.3 − − 

合 計 株 数 ・ 金 額  6,601.3 14,794.5 54,786,618 
銘柄数(比率)  19銘柄 19銘柄 <96.7％> 

(注1) 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。 
(注2) 評価額欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

 
先物取引の銘柄別期末残高 

銘  柄  別 当  期  末 
買 建 額 売 建 額 

国  内  百万円 百万円 
TOPIX  4,816 − 

 
【投資信託財産の構成】 

2026年3月10日現在

項  目  当期末 
評価額  比 率 

  千円 ％ 
株               式  54,786,618 90.9 
コール・ローン等、その他  5,506,516 9.1 
投資信託財産総額  60,293,135 100.0    
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マネックス・アクティビスト・マザーファンド 

 
【資産、負債、元本及び基準価額の状況】 

2026年3⽉10⽇現在 
項  ⽬  当期末 

(A) 資産  60,293,135,082円 
  コール・ローン等  4,940,943,050 
  株式(評価額)  54,786,618,450 
  未収⼊⾦  221,665,685 
  未収配当⾦  103,250,250 
  差⼊委託証拠⾦  240,657,647 

(B) 負債  3,618,472,735 
  未払⾦  224,587,983 
  未払解約⾦  3,393,884,752 

(C) 純資産総額(A−B)  56,674,662,347 
  元本  13,182,662,223 
  次期繰越損益⾦  43,492,000,124 

(D) 受益権総⼝数  13,182,662,223⼝ 
  1万⼝当り基準価額(C／D)  42,992円 

(注1) 元本状況 
  期⾸元本額 10,061,790,093円 
  追加設定元本額 7,078,892,419円 
  ⼀部解約元本額 3,958,020,289円 

(注2) 期末における元本の内訳 
  マネックス・アクティビスト・ファンド11,910,757,173円 
  ジャパン・カタリスト・ファンド(⼀般投資家私募) 1,271,905,050円 
  期末元本合計 13,182,662,223円 

(注3) 1⼝当たり純資産額は4.2992円です。 

【損益の状況】 
当期 ⾃ 2025年3⽉11⽇ ⾄ 2026年3⽉10⽇ 
項  ⽬  当 期 

(A) 配当等収益  793,890,250円 
  受取配当⾦  781,181,400 
  受取利息  12,707,102 
  その他収益⾦  1,748 

(B) 有価証券売買損益  19,575,787,649 
  売買益  20,006,967,946 
  売買損  △ 431,180,297 

(C) 先物取引等損益  1,069,002,089 
 取引益  1,352,614,441 
 取引損  △ 283,612,352 

(D) 当期損益⾦(A＋B＋C)  21,438,679,988 
(E) 前期繰越損益⾦  15,211,204,023 
(F) 解約差損益⾦  △ 10,331,209,976 
(G) 追加信託差損益⾦  17,173,326,089 
(H) 合計(D＋E＋F＋G)  43,492,000,124 
  次期繰越損益⾦(H)  43,492,000,124 

(注1)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
(注2) 解約差損益⾦とは、⼀部解約時の解約価額と元本との差

額をいい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合
は損失として処理されます。 

(注3) 追加信託差損益⾦とは、追加信託⾦と元本との差額をい
い、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益
として処理されます。 

 
上記各資産の評価基準及び評価⽅法、また収益及び費⽤の計上区分等については、法律及び諸規則に

基づき、⼀般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
 
 
■お知らせ 

対象期間における該当事項はございません。 


